
楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号も忘
れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

現在、風景にチャレンジしてい
ます。冬の悴むような寒さを表現
するのに苦心しました。

2010.11−８

短歌 岡崎登代子さん
（室木）

新記録続きの今年の猛
暑に鳥も動物たちもさぞ
びっくりしたことだろう。
毎年たくさん来るつばめ
も今年は数がとても少な
かった。玄関近くの電線
にいつまでも囀っていた
二羽も来なくなった。無
事に南の島へ帰っただろ
うか。

ちぎり絵 長友章子さん
（中山）

電
線
に  

二
羽
の
つ
ば
め
の  

囀
さ
え
ず

り
ぬ

立
秋
過
ぎ
る
も  

猛
暑
の
あ
し
た

９
月
5
日
か
ら
26
日
の
毎
週
日
曜
日
、
第
21
回
鞍
手
町
長
旗

争
奪
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
チ
ー
ム
は
20
チ
ー
ム
、

白
熱
し
た
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
丸
数
字
は
順
位
）
①
ヤ
ン
キ
ー
ス
②
福
岡
ス
タ
ー
ク
ラ

ブ
③
ミ
サ
ワ
テ
ク
ノ
、
パ
イ
レ
ー
ツ

第
21
回
鞍
手
町
長
旗
争
奪

野
球
大
会
結
果

●
鞍
手
町
野
球
連
盟

「
百
三
歳
児
」。「
し
い
の
み

学
園
」
や
「
手
作
り
お
も
ち
ゃ

テ
キ
ス
ト
」
な
ど
の
著
者
で
も

あ
り
、し
い
の
み
学
園
理
事
長
・

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
で
も

あ
る
世
界
一
元
気
な
百
四
歳
児
の
曻
地
三
郎
さ
ん
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

●
内
容　

世
界
一
元
気
な
百
四
歳
児
が
実
践
す
る
十

大
「
習
慣
健
康
法
」

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班
ま

で 百
歳
か
ら
が
本
番

超
高
齢
で
ま
す
ま
す
輝
く

百
四
歳
児
が

秘
訣
を
伝
授

●
役
場
保
険
健
康
課
保
険
年
金
班

舞
踊
協
会
定
期
公
演
会

●
鞍
手
町
舞
踊
協
会

鞍
手
町
舞
踊
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
第
13
回
定
期

公
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
も
舞
踊
愛
好
者
が
多
数

出
演
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

12
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

藤
間
菊

名
里
☎
４
２
局
２
０
４

５
番
ま
で

栗田嘉子さん
（中山）表装

棟方志功の裸婦の版画を数枚い
ただき、古布等
を使って現代風
に創作表装にし
てみました。い
ろいろと古布を
使って楽しんで
います。

「
書
作 

八や

そ

じ
十
路 

三
人
展
」

●
野
上
光
子
・
荒
井
た
か
・
郡
司
島
千
代

野
上
光
子
、
荒
井
た
か
、
郡
司
島
千
代
が
今
ま
で
に
書
き
溜

め
た
も
の
や
新
作
の
書
の
集
大
成
と
し
て
次
の
と
お
り
「
書
作

八
十
路
三
人
展
」
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
と
き　

12
月
２
日
（
木
）
か
ら
５
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

谷
尾
美
術
館
（
直
方
市
殿
町
１
０
番
３
５
号
）

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

郡
司
島
千
代
☎
４
２
局
３
５
０
８
番
ま
で

福
岡
県
民
体
育
大
会
結
果

●
鞍
手
町
体
育
協
会

９
月
18
日
と
19
日
に
第
53
回
福
岡
県
民
体
育
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
鞍
手
町
も
鞍
手
郡
の
代
表
と
し
て
各
種
目
に
出
場

し
ま
し
た
。
上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技　

▽
一
般
男
子
の
部
（
４
パ
ー
ト
）

=
第
３
位

●
陸
上
競
技　

▽
青
年
男
子
５
０
０
０
ｍ
第
４
位
＝
金
森
匡

昭
（
16
分
18
秒
）、
第
８
位=

古
野
敏
彦
（
16
分
46
秒
）



すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品
は、ありませんか。「広報ぎゃら
りー」では、紙面を彩るあなたの
作品をお待ちしています。作品に
ついての100字以内の感想もお
願いします。役場総務課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

陶芸リフォーム
祖父の絽の羽織でコートを作りま
した。

ランプのつもりで作りましたが、
中に花を挿して楽しんでいます。

９−2010.11

古野かすみさん
（中山）

宮永紀代美さん
（中山）

Relay Essay

　
　
　
　
　
「
人
と
人
」

著
者
は
、
県
内
の
と
あ
る
大
学
に
通
う

学
生
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
人
暮
ら
し
を

し
、
飲
食
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
い

る
。
今
回
は
、
バ
イ
ト
を
通
し
て
学
ん
だ

他
人
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
述

べ
て
い
く
。
飲
食
店
の
ア
ル
バ
イ
ト
と
い

う
こ
と
で
無
論
店
員
と
し
て
客
と
接
す

る
わ
け
だ
が
、
客
に
も
老
夫
婦
か
ら
家
族

連
れ
、
学
生
と
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
経
験

の
乏
し
い
著
者
は
、
は
じ
め
は
戸
惑
い
ぎ

こ
ち
な
か
っ
た
。
客
か
ら
見
れ
ば
愛
想
の

悪
い
店
員
に
映
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
ア
ル
バ
イ
ト
仲
間
内
で
も
で

き
の
悪
い
新
人
と
思
わ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
中
で
ひ
と

つ
だ
け
決
め
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
は
常
に
感
謝
を
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
客

が
私
を
必
要
と
す
れ
ば
あ
り
が
と
う
。
そ

し
て
帰
る
と
き
に
も
あ
り
が
と
う
。
最
初

は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
感
謝
の

言
葉
も
時
が
柔
ら
か
く
温
か
み
の
あ
る

も
の
に
変
え
、
常
連
客
と
も
笑
顔
で
会
話

を
す
る
。
そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
仲
間
内

で
も
指
導
し
て
も
ら
っ
た
ら
あ
り
が
と

う
。
助
け
て
も
ら
っ
た
ら
あ
り
が
と
う
。

こ
の
繰
り
返
し
だ
け
は
忘
れ
な
か
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
今
の
関
係
を
築
け
て
い
る

と
思
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
自
分
の
中
に
芯

を
通
す
こ
と
は
、
心
の
柱
と
な
り
行
動
の

指
針
と
な
る
。
時
が
経
ち
ア
ル
バ
イ
ト
と

し
て
成
長
し
た
著
者
は
そ
こ
に
い
る
相

手
へ
の
感
謝
と
敬
意
を
持
ち
、
回
り
を
見

渡
し
配
慮
し
た
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
著
者
本
人
の
太
い
ひ
と
つ
の

芯
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
拙
い
文
章
を
読

ん
だ
読
者
も
ひ
と
つ
で
も
ふ
た
つ
で
も

心
の
中
に
大
き
な
芯
を
通
し
て
物
事
に

取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。次

回
は
、
野
口
雄
也
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
勇
樹
さ
ん
（
古
門
・
19
歳
）

VOL
140

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

く
ら
て
元
気
ま
ち
お
こ
し

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
付

「
く
ら
て
ま
ち
振
興
券
」
発
売

●
鞍
手
町
商
工
会

鞍
手
町
商
工
会
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
く
ら
て
ま
ち
振
興
券
」
を
発
売
し
ま
す
。

こ
の
振
興
券
は
、
町
内
の
お
店
や
事
業
所
で

利
用
で
き
ま
す
。
地
域
活
性
化
を
進
め
る
た

め
の
取
り
組
み
で
す
。

●
使
用
期
間　

平
成
22
年
12
月
１
日
（
水
）

か
ら
平
成
23
年
１
月
31
日
（
月
）
ま
で

●
く
ら
て
ま
ち
振
興
券　

▽
１
冊=

１
万
円

（
５
０
０
円
×
22
枚
綴
り=

１
万
１
千
円
）

▽
発
売
冊
数=

２
千
冊
▽
１
人
に
つ
き

３
冊
ま
で
購
入
可
能
（
15
歳
以
下
の
人

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。）

●
発
売
場
所　

鞍
手
町
商
工
会
（
鞍
手
町
中

山
２
７
６
８
番
地
）

●
発
売
日
時　

12
月
１
日
（
水
）
か
ら
完
売

ま
で　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で　

※
町
内
及
び
町
外
の
人
も
購

入
で
き
ま
す

●
利
用
で
き
る
お
店
・
事
業
所　

町
内
の
お

店
・
事
業
所
（
振
興
券
取
扱
の
ス
テ
ッ

カ
ー
が
目
印
で
す
）
た
だ
し
、
公
共
機

関
（
町
立
病
院
は
利
用
で
き
ま
す
）
へ

の
支
払
、
出
資
や
債
務
の
支
払
、
寄
附
、

有
価
証
券
、
商
品
券
、
図
書
券
、
年
賀

状
、
は
が
き
、
印
紙
、
切
手
、
ビ
ー
ル
券
、

清
酒
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
購
入

な
ど
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

取
扱
店
や
詳
し
い
こ
と
は

鞍
手
町
商
工
会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番

ま
で

楽
し
い
六
ヶ
岳
統
一
登
山

●
鞍
手
町
商
工
会
青
年
部

六
ヶ
岳
を
考
え
る
会
（
社
団
法
人
直
方

青
年
会
議
所
・
宮
若
商
工
会
議
所
青
年
部
・

鞍
手
町
商
工
会
青
年
部
）
で
は
、
宗
像
三

女
神
降
臨
伝
説
の
あ
る
霊
峰
六
ヶ
岳
を
直

方
市
、
宮
若
市
、
鞍
手
町
そ
れ
ぞ
れ
の
登

山
口
か
ら
統
一
登
山
を
行
い
ま
す
。
登
頂

後
は
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
と
き　

11
月
３
日
（
祝
）
午
前
10
時
か
ら

（
集
合
時
間
９
時
30
分
）
※
雨
天
の
場
合

は
11
月
13
日
（
土
）
に
順
延

●
と
こ
ろ　

六
ヶ
岳
登
山
口
（
長
谷
）

●
問
い
合
わ
せ　

詳
し
い
こ
と
は
鞍
手
町
商

工
会
☎
４
２
局
０
３
５
７
番
ま
で


